
和気閑谷高校
１人１台端末の取組

岡山県立和気閑谷高等学校

校長 藤岡 隆幸

学校概要
 生徒数：３２１名（令和２(2020)年５月現在）
 学科・定員等：普通科８０名、キャリア探求科４０名（１学年当たり）
 令和２(2020)年、創学350年（旧閑谷学校創建1670年～）
 文部科学省「地域との協働による高等学校教育改革推進事業（地域魅力化型）」指定校（R元～R３）
 県立高校初のコミュニティ・スクール（学校運営協議会）（令和元(2019)年度～）
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１人１台端末導入の理由・活用のねらい
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「誰一人取り残さない学びの実現」「情報活用能力の育成」

・学習意欲等の低調さから授業の行き詰まり感
⇒ 主体的・対話的・協働的な学びにつながるよう、グループワークやペアワークで活用

深く調べる、対話する、整理・編集する、発表するなどの力の育成

・学力向上（基礎学力の定着、一人一人に応じた対応）、家庭学習時間の増加
⇒ AI教材を活用した学習の個別最適化の推進

教員の負担軽減

・場所、時間を選ばない学習環境の構築、情報活用能力の育成
⇒ 「閑谷學」などでのフィールドワーク中でも情報収集、編集、プレゼン資料作成等

が可能

平成30(2018)年度入学生から、年次進行で１人１台の端末導入
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環境づくり

本校のICT環境…現在約400台の
iPadを運用

• 全普通教室及び一部の特別教室
に「短焦点プロジェクター」とスクリー
ン（平成26(2014)年度～）

• Wi-Fiアクセスポイント25箇所

• 校内通信ネットワークの強化
（ルーター等接続機器の更新）

• ipad一元管理システム（機能制
御、アプリ配布等）の導入
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短焦点型ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ

スクリーンに投影

Wi-Fiｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄ

一人一台端末

教室の基本環境
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iPad選定の理由
・iPhoneを所持する生徒が多く、OSに馴染みが

ある

・豊富な専用アプリ

・小型で軽量で、操作性が良い（タブレットとして

の使いやすさ） 等

iPad（10.2インチ、32GB、Wi-Fiモデル）

※35か月レンタル方式(動産保険(定価補償)付き)

保護者負担：入学時65,000円納入（教材費を含む。）

iPadの選定と管理



令和２(2020)年度は一層の推進へ

新学習指導要領への対応（主体的・対話的で深い学びの実現）

新型コロナウイルスへの対応（オンライン、リモートでの学び）

働き方改革（校務の効率化）
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１人１台端末環境を生かし、教員の指導力向上

教務課に「研究開発室」を設置（令和２(2020)年度～） 教員４名

・G Suite for Educationの活用に向けた教員研修

・校務の効率化に向けた教員研修

・研究授業 ・「G Suite通信」発行 など

学校全体で、目的の共有化・手段の共通化を図る
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臨時休業中の対応（令和２(2020)年５月）

この活動をもとに、オンライン学習の実施に向けた校内ルール作成
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オンラインによるSHR
（出欠・健康観察） 動画や課題配信によるオンラインの

学習支援

全てのHRと教科・科目で、Google Classroomを用いてクラスを作成。通常の時間
割に沿って、家庭学習をオンラインで支援。一部の部活動でも自主練習等を支援

５月第３週の２年次生の時間割
Googleカレンダーの表示



授業① 国語 リアルタイムで表現や考えを共有

 文書作成ツール「Googleドキュメント」の活用

ねらいと効果
発言しにくい生徒が、端末への入力により意見を表出できる
意見がまとまりにくい生徒も、他の生徒の回答を参考にすることができる
諦めていた生徒が学習し、できる生徒も授業への集中力が持続（授業の活性化）
教員は、全員の発言を見て、理解度を確認することができる
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入力内容へのコメントドキュメントへ意見入力本時の取組の説明



授業② 数学 基礎学力の向上、弱点の克服

 AI教材「Qubena（キュビナ）」の活用

ねらいと効果
 学習を個別最適化し、基礎学力を固める
 主体的・自律的な学習を促し、演習量を増加
 個別学習状況が確認でき、効果的な支援が可能
 問題作成・採点業務の負担を軽減

Qubena解説画面（例）
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授業の冒頭10分間を用いて
中学校の内容の復習
単元に関連する問題の解説
（中高の学習内容の接続）



授業③ 英語 生徒のアウトプットの質と量を高める

 「Google Jamboard」「English 4 skills」等の活用

ねらいと効果
 思考ツールの活用により、意見の表出・整理・まとめをスムーズに行うことができる
 オンライン教材を通して４技能の習得を目指す（例：発音の判定、難易度の選択）
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「Jamboard」でマインドマップ(ウェビ
ング)を作成し、グループで思考を整理

「Jamboard」で品詞分解を行う
（教科横断型授業で和歌を分析）

音声を入力し「E4ｓ」で発音チェック



授業④ 家庭科 ⑤ 保健体育科
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 視覚的効果で、一目瞭然を生む

Googleドキュメントで、授業の振り返りを全員で共
有、他者の取組を知る。教員は理解度が把握できる

〈動画の撮影と再生〉
・自分の動きを確認することで修正がし
やすい
・ゲームの作戦を立て、どこが良かったか
悪かったかを瞬時に振り返られる

家
庭
基
礎

体
育
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授業⑥ 「閑谷學」 探究の質的向上を図る
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ねらいと効果
生徒は、ネット環境さえあ

れば校内外どこでも情報
収集、発表資料等の作
成が可能

G Suiteの活用で、年次
単位、ゼミ単位での課題
配付、原稿提出が容易

Googleドライブ上にデー
タ保管するので、教員は、
進捗状況を逐一確認で
き、アドバイスしやすい

 情報収集、データ保管、進捗状況の確認が容易
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３年次生の卒業論文の作成



その他 集団や個人の活動意欲の向上、生活上の課題解決を図る
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２学期終業式で、「授業」委員会から、授業の在り方へ
の提案 “生徒と教職員が協力してよい授業をつくる“
・授業アンケートをもとに、生徒から、よい授業や工夫改
善された授業の報告、更なる授業の改善を求める。生
徒も授業に臨む姿勢について考える。

・生徒は振り返りと次へのステップとして、３
者面談の際にiPadを用いて、学校生活で
頑張ったことや成長できたことなどを保護
者、担任に説明。
・担任は説明の様子を録画し、提供。

生徒が主体的に学ぶ上で、iPadを用いた授業と
なるよう一層の工夫を求めています



意識の変化（生徒：平成30年度入学生）
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iPad（やG suite for 

Education）を活用した授

業は必要である。

iPad（やG suite for 

Education）は授業内容を

理解するのに役に立つ。

iPadを使うことでプレゼ

ン力が身についた。

iPadで自分の活動記録を

残している。

家庭学習でもiPadを活用

している。

部活動でもiPadを活用し

ている。

肯定的回答 否定的回答
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iPad（やG suite for 

Education）を活用した授

業は必要である。

iPad（やG suite for 

Education）は生徒の関

心・意欲を高めることに

効果的である。

iPad（やG suite for 

Education）は生徒の授業

内容の理解を高めること

に効果的である。

iPad（やG suite for 

Education）は生徒の表現

力を高めることに効果的

である。

iPad（やG suite for 

Education）活用の効果を

感じる

iPad（やG suite for 

Education）をうまく使い

こなせる。

肯定的回答 否定的回答

意識の変化（教員）
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成果
○学びに向かう姿勢、意欲の向上
・集中力の持続、授業態度の改善（アウトプットする機会の増加）
・授業に参加した達成感（学習活動を行ったという充実感、振り返りテストなどによるフィードバッ
ク）

・画像や映像によりイメージしやすく、理解度が増す

○対話的・協働的な学びの実現
・学び合い、助け合い（共同作業での声かけ）の風土の醸成
・可視化による授業への安心感（他者の様子が分かる）
・板書をノートに写す時間が少なくなることで、考える時間に充てられる

○オンライン教材の活用により、個別理解度に応じた学習が可能

○教員が、生徒の理解度等を確認しながら授業進行が可能
・全生徒の意見を瞬時に確認、生徒の学習状況に合わせた授業づくりが可能
・板書時間が省かれ、考えさせる時間や机間巡視に充てることができる
・Googleフォームを用いての小テスト（自動採点）による省力化
・生徒の理解度や個々の意見の集約ができ、多様な評価の実施と作業の効率化



今後に向けて 日々の学習になくてはならない道具として

○授業での一層の活用

・効果的な活用に向けた、教員の指導力向上と共通理解(意識改革)

全教員での継続的な研修、研究授業

・既存の学習ソフト（AI教材）の効果的な使用

更なる個別最適な学びのある授業、費用対効果(保護者負担)

・家庭学習の定着 授業前(クラウド) ⇒ 授業 ⇒ 授業後(クラウド)

授業理解と家庭学習の定着を(自学自習)図るためのスタイル

○校務での一層の活用 効率化の観点から検証

■令和３(2021)年度入学生から、Chromebookへ変更し、G Suiteのより

円滑な運用を図る。
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